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岩
手
県
和
賀
郡
湯
田
町
。
Ｊ
Ｒ
湯
田

駅
々
舎
内
に
銭
湯
が
あ
る
温
泉
の
町
。

昨
年
の
九
月
、
会
場
の
銀
河
ホ
ー
ル

見
学
を
兼
ね
て
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る

『銀
河
ホ
ー
ル
地
域
演
劇
へ
と

に
参

加
し
た
。

演
劇
で
町
起
こ
し
を
し
て
い
る
湯
田

町
の
演
劇
専
門
ホ
ー
ル
『銀
河
ホ
ー
ル
』

Ｉ
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
、　
一
発
で
気
に
入

っ
た
。
ま
ず
緞
帳
。
紺
を
基
調
に
、
た

く
さ
ん
の
星
座
や
天
の
川
が
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
銀
河
の
中

に
い
る
雰
囲
気
に
ひ
た
れ
る
。
観
客
席

が
ま
た
い
い
。
客
席
は
四
百
弱
。
座
席

の
他
に
、
両
側
に
畳
二
畳
ず
つ
桟
敷
が

計
十
ケ
用
意
し
て
あ
る
。
舞
台
の
広
さ

は
、
ぜ
い
た
く
す
ぎ
る
く
ら
い
広
い
。

そ
し
て
、極
め
つ
け
は
、
ホ
ー
ル
全
体
の

内
装
（色
彩
）。
｛■
由
を
意
識
し
て
い
る
。

こ
ん
な
遊
び
心
で
公
共
ホ
ー
ル
を
創
る

姿
勢
に
う
ら
や
ま
し
さ
を
感
じ
た
。 〈

文

・
劇
団
や
ま
せ
代
表
　
柾
谷
伸
夫
〉

大
人
の
町
民
が
、　
一
年
に
最
低
四
本

は
生
の
舞
台
を
観
る
と
い
う
。
そ
う
い

え
ば
、
開
場
前
、
ホ
ー
ル
の
玄
関
に
並

ん
で
い
る
と
、
町
役
場
の
バ
ス
が
次
々

と
町
民
を
降
ろ
し
て
い
く
。
彼
ら
の
手

に
は
、
何
紆

つ́
づ
り
か
の
チ
ケ
ッ
ト
が

握
ら
れ
て
あ

っ
た
。
町
そ
の
も
の
が
、

八
戸
市
民
劇
場
の
よ
う
な
役
割
を
担

っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
町
に
川
村
光
夫
氏
が
率
い
る
、

創
立
五
十
年
を
超
え
る
劇
団
ぶ
ど
う
座

が
あ
る
。
氏
も
劇
団
も
全
国
的
に
有
名

で
、
そ
の
存
在
も
大
き
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の

『銀
河
ホ
ー
ル
』
で
、
八
月
二

十
五
日
か
ら
三
日
間
、
「第
八
回
全
日

本
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兼
銀
河
ホ
ー

ル
地
域
演
劇
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
私

ど
も
劇
団
や
ま
せ
が
加
盟
し
て
い
る
、

全
国
の
プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
集
団

百
団
体
ぐ
ら
い
で
構
成
し
て
い
る

「全

日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
会
議
」
が
、
全
国

持
ち
回
り
で
、
二
年
に

一
回
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
へ
の

参
加
は
、
十
数
年
前
に
岐
阜
で
行
な
わ

れ
た
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
に
、
私
の
一
人

芝
居
『海
村
』
で
参
加
し
て
以
来
で
あ
る
。

今
回
は
、
や
ま
せ
以
外
に
次
の
演
劇

集
団
が
参
加
す
る
。
劇
団
埼
芸

（埼
玉
）

「風

・
夏
冬
」、
劇
団
馬
山

（大
韓
民
国
）

「春
香
伝
」
、
劇
団
自
立
の
会

（京
都
）

「
お
こ
ん
じ
ょ
う
る
り
」
、
劇
団
大
阪

「そ
し
て
、
あ
な
た
に
逢
え
た
」、
岩
手

ぶ
ど
う
座
「め
く
ら
ぶ
ん
ど
」
「お
婆
さ

ん
と
酒
と
役
人
と
」
。
こ
れ
以
外
に
、

町
主
催
の
演
劇
講
座
か
ら
、
高
齢
者

・

障
害
者
に
よ
る
「植
物
医
師
」
と
講
座
受

講
生
に
よ
る
「土
神
裁
判
」
の
上
演
と
川

村
光
夫
氏
の
講
演
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
総
勢
二
百
人
を
超
す
と
い
■ヽ

こ
の
三
日
間
、
湯
田
町
は
演
劇
で
あ

ふ
れ
か
え
り
そ
う
で
あ
る
。

も
う

一
つ
の
楽
し
み
は
、
土
曜
日
の

夜
に
野
外
で
行
な
わ
れ
る
「大
交
流
会
」

で
あ
る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
演
劇
関

係
者
と
町
民
が
、
酒
を
片
手
に
、
楽
し

そ
う
な
出
し
物
を
横
日
で
見
な
が
ら
、

夜
を
徹
し
て
口
角
泡
を

飛
ば
す
大
交
流
会
。
厳

し
い
批
評
は
勿
論
、
演

劇
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
、
そ
こ
か
し

こ
で
話
し
合
わ
れ
る
。

我
々
の

『我
が
内
な

る
ラ
ピ

ュ
ー
タ
』
も
酒

の
肴
に
さ
れ
る
の
は
目

に
見
え
て
い
る
。

劇
団
や
ま
せ
は
、
今

副
立
三
十
日
〓
を
迎
え
て
飛
躍
す
る
や
ま
せ

年
、
創
立
三
十
年
目
を
迎
え
る
。
記
念

公
演
予
定
の
、
四
月
の
は
ち
の
へ
子
ど

も
劇
場
で
の
『お
こ
ん
じ
ょ
う
る
り
』

は
す
で
に
終
え
て
い
る
。
こ
の
八
月
の

『我
が
内
な
る
ラ
ピ
ュ
ー
タ
』
は
そ
の

二
弾
と
な
る
。
『我
が
…
…
』
は
、
八

戸
で
も
七
ス
テ
ー
ジ
、
東
京
で
三
ス
テ

ー
ジ
を
演
っ
て
い
る
の
で
説
明
は
い
ら

な
い
と
は
国
や
つ
が
、
明
治
時
代
の
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
私
設
天
文
学
者
、
前
原

寅
吉
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
直
後
の
八
月
三

十
日
（水
）
に
、
八
戸
市
公
会
堂
で
、
長

者
中
学
校
の
演
劇
鑑
賞
教
室
も
待

っ
て

い
る
。

記
念
公
演
の
最
後
は
、
十

一
月
十
八

日
（土
）
、
十
九
日

（日
）
に
予
定
さ
れ

て
い
る

『九
戸
政
実
』
で
あ
る
。
五
月

下
旬
に
台
本
が
出
来
上
が
り
、
『我
が

…
…
』
の
稽
古
と
並
行
し
て
脚
本
研
究

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
演
出
は
、
久
し

ぶ
り
に
、
東
京
か
ら
栗
谷
川
洋
氏
を

招
聘
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
秋
は

暇
が
な
さ
そ
う

っ
！

記
念
誌
や
祝
賀
会
の
話
も
出
て
い
る

が
、
さ
て
、
取
り
組
む
時
間
が
あ
る
も

の
や
ら
…
…
？

第8回全日本演劇フェスティパル

岩手湯田銀河ホール地域演劇祭

8月 25日 (金 )・ 26日 (土 )・ 27日 (日 )

場所/ゆだ文化創造館銀河ホール
◎入場料金
03日間通し券 大人1,000円  小中高300円
問)ゆだ文化創造館銀河ホール

80197‐82‐3240
岩手県和賀郡湯田町上野 3々9地割195番 2

月のFriday Amusement Negative Shop

■4日  (第339回 )

未定

■11日  (第340回 )

「密室で待ちながら」
作・演出 :悼崎おしやぶる丸

キャス ト:荒谷太郎、沢田英明他

スタッフ :照明 :石橋孝―

音  響 :岩間彰子

「断片、そして記憶」
原  作 :音喜多由記子

脚本・演出 :悼崎おしゃぶる丸

キャス ト:遠瀬純平、豊川郁宏、

大矢秀俊、浅坂恵未

スタッフ :照明 :石橋孝―

音  響 :岩間彰子

■18日  (第341回 )

タイ トル未定
構成 :安達良春

■25日  (第342回 )

未定

※全て午後7時 30分～、料金500円
※チケットはスペースベンにて販売

駐車場 はございませんので、車 で

のご来場はご遠慮下 さい。

(近 くに西町書店駐車場有 り)

F雪コスペースベン~八
戸市柏岬 -1]-8

ら&FAX 43-9876

FA NSの 番組につきましては、デー

リー東北の「あすのメモ」「きょうの

メモ」欄でこ確認下さい。

FANSで は、鶴躍彗、スタッフ、
そのイU可でも、何かを表現して

みたい人を募集しています。こ

遠慮なく、こ連絡下さい。
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